
Title 英国の新鉄道政策（一）
Sub Title
Author 増井, 幸雄

Publisher 慶應義塾理財学会
Publication year 1922

Jtitle 三田学会雑誌 (Keio journal of economics). Vol.16, No.2 (1922. 2) ,p.168(18)- 181(31) 
JaLC DOI 10.14991/001.19220201-0018
Abstract
Notes 論説
Genre Journal Article
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN00234610-19220201-

0018

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その権利は著作権法によって
保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic societies, or
publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


」
第

十

六

卷C

一
六
八)

論
：

耽

蕾

の

新

鏹

道

政

筋

. 

第
一S

:

一』

_ 

. 

. .

.

.

.

.

.

.

 

.

.

.

.

.

.

.

.

.

 

.
:
: 

; 

■

.

.

.

..

英

國

の

新
.鐡

：
遒
.
政

策

(

こ

へ

:

;

;

增
 

'弁

J

幸

雄

歐
：#
|戰
亂
は
交
戰
國
の
經
濟
を
し
て
戰
時

-i
t

a
&

M

m

の
上

’に
立
つ
の

'
e
む
を
得
ざ
る
に 

'

立
ち
至
ら
し
め
た
か
ら
し
て
、平
和
の
恢
復
？
同
時
に
之
を
平
時
組
織
，に

®

t
る
の
必
要
を
生 

:

じ
た

」
」

S

3
 

が
、此
の
復
舊
に
際
し
て
は
單
^
戰
前
の
舊
態
に
復 

: :

;.
:
歸
：せ
し

0

る

ビ

い
ふ
の
み
を
以
て
甘
ん

ぜ

ず
し

て

、

#

國
典
に
戰
時
に
，得
た
る
經
驗
を
利
用
し 

て
舊

:|
1

丨

&

れ
る
新
な
る

^

時
組
織
に
復
せ
し
め
む
こ
ど
を
努
め
た

o

此
の
事
は
鐵
道
の

*
 

r

に

於

セ

も

企

て

ら

れ

：た

所

で

：：ぁ

つ

て

#
:

に
：：

私

有

鐡
M

管

胜

を

行

つ

た

そ

の

後

始

末

を

如

何

に

す

き

か

ビ

云

ふ

問

題

、詳
し

く

云
へ
ば
、戰
时
に
略
、
け 

.

る
へ
鐵
逾
の
、
政

府

經

營

を

そ
.
の
儘
に
：繼
績
し
て
漸
に
鐵
.道
の
所
有
權
を
政
府
に
移
し
以
て
完
全 

.

.
な

，
® !
^

を
$
 
0

す
べ
き
か
或
は
鐵
道
の
經
營
を
：政
府
の
手
か
ら
會

»

の
手
に
返
還
し
て
從

織

# ,
に
之
に
對
す
る
政
府

.の

.政
策
を
如
何
に
改
む
べ
き
か
、ビ
云
ぷ
間
題
が
朝
野
の
願
を
惱
ま 

し
た
。
：
私
有
鐵
蹲
の
_

だ
る

.英
：.國
‘然
り
、米

1:
然

i
s
の
大
部
分
が
私
有
犯
營
ビ
屬
す
る
佛 

國
.漱
同
様
で
ぁ
っ
た

0V

英
.：國
並
、に
佛

‘
.國
に
於
け
る
鐡
：道
ー
御
度
改
：'革
'に
關
，：
す
る
：計
»
に
就
て
は 

私
ば
：旣

{:
'
本
疼
第

+'
四
：卷

〉

第
ギ

*
"轉
十
：
.五
^

0
四：
越
於
て
紹
介
し
て

S
;ぃ
た
が
、米
.國
は
千 

九
-百
一
一
十
年
の
交
S'
法

(Hransportation 

Act, 

1
9
2
0
0

に
よ

o
て
此
の
問
®
を
解
決
し
英
國
亦
千 

九

每

ニ

十

一

年
.八
月 

ニ 

十
一
：
日

の

繳

道

法(Railways A
c
t
,

vo2
I. 

ir a
n
d

M2 Geo. 

5
.
0K-
. 55

)

に

よ
，っ
て
此

.の
問

«'
を
解
決
し
た
、而
し
で
兩
.國
共
に
從
來
の
制
度
に
改

IE
を

加
へ

た
る
私
有
制

.

.

.

.

.

.
, 

.

度
に
よ
る
こ
ビ
に
な
り

«

々
の
點
に
於
て
新
な
る
制
鐵
の
方
法
~を
加
ふ
る
所
が
ぁ

っ

た

。

今
、
 

私
は
此
の
新

®

道

®'」

に
基
づ

い
：：

て
寒
國
の
：鑕
道
制

S

並
に
制

—

に
關

.
•す
る
.政
策
の
大
體
を
論 

述
，す
る
こ
ビ
に
す
る
？

第

-

.鐵

道

の

合

同

戰
前
米
國
に
於

て

ば

、

鐵
道
經
營
は
近
：時
の
產
業
界
の
趨
勢
に
反

し

て

ト

一
切
の
協
働
が

s
h
e
?

.

.
•.
 

.

.

.

.

.

.
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m
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A
c
t

即
ち
所
謂

ト

ラ

ス

ト

禁
止
法
の
：適
用
に
よ
っ
.て
禁
止
せ
ら
れ
競
爭
が
强
制
せ
ら
れ
て 

居
っ
た
が
、英
國

R

於

て

は

此

道

は

何

等

が

の

形

に

於

け

る

合

同

.
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ニ 

o 

(
r
c
m
b
m
a
t
i
o
n
s
)

に
^
加
せ
ざ
る

も

の
な
&

有
様
で
あ
つ
て
此
の
競
爭
制
限
に
ょ
つ
て
經
钱
の 

節
約
收
入

0

保
瞪

^

可
能
々
ら
し
め

&:

れ
た
：こ
士
ぽ

^

で
あ
る
。

然

し

な

パ

ら

斯

る
 

.

:

#
 a
 «
 ran
 ̂ 

®
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^
 ̂ ̂
 

0 

*
 

0 

て
未
だ
 

r

 
國
全
體
の 

見
地
か
ら
し
て
最
も
蕻
ま
し
い

_

織
的
系
統
を
形
成
す
る
に
は
至
ら
な

「

か

0

た
が
、戰
時

^

•

府
管
理
に
ょ
つ
て
統
一
的
經
營
に

1
.る
の

.利
を
大
に
曉
る
所
が
あ

0
た
0
::ボ

に
從
つ
七
全
國
の
鐵
道

.を
：統
マ
的
に
.經
營
ぜ
む
が
爲
め
に
は
斷
然
國

有

に

移
す
か

又

は

私

有

0 

^
 
^
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^
 
^
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^
 
^
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;/
、
_

も

後

溝

は

實

行

が

容

為

で

な
い
。

を

こ
で
；英
國
議
會
は
交
通
省
の
，

提
案
に

從
つ
て
、私
布

_

あ
い
ヵ
ー
大
會
姐

.に
合
併
す
る
ビ

.
い
ふ
程
の
極
端
な
も
の
で
な
く
、輕
便
鐡
遨
を
除
け
る 

全
國
の
.
錄
道
全
部
を
數
個
の
系
統

(
G

3
U

P
)：

に
分
け
各
系
統

內

に

於
け

る

主

^

同
せ

:し
め
て
合
同
會
社
を

(
A
m
a
l
g
a
m
a
t
e
d

 

c
o
m
p
l
)

設
立
せ
し
め
且
つ
各
系
統

內

に

於

け
る
‘其 

の
.他
の
諸
小
鐡
道

(subsidiary 

c
o
m
p
a
n
y
)

を
ば
此
の
合
同
會
社
に
合
併
吸
收
，

(
a
b
s
o
r
p
t
i
o
n
s

し
め 

:

I

と
に
し
た

f

l

i

f, 

S
e
c
t

 

I 

f

夺

3 
0 
,
而
し
て
此
の
系

f

數
並
に
そ
の 

. :

系

統

內

に

於

て

合

同

す

：
：べ

き

鐵

.

道
並

.に
合
併
吸
收
せ
ら
る
.べ
き
鐵
道
は
次
の
如
く
で
ぁ

.る

o

^

r

i

s

i

l

i

l

i

i

i

l

l

i

l

i

l

l

f

l

l

l

l

l

l

l

l

^

l

i

p

l

l

l

r

f

l

i

l

l
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o
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c
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r
r
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w
a
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a
m
b
r
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久
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か
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ノ 

^
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0
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railway 
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m
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2
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G
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W
6 r

a
i
l
w
a
y
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o
m
p
a
m
.
e
s
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H
U
I
r
^
:
B
a
r
n
s
J
e
v

 

K
a
i
h
v
a
^
c
p
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(
N
a
m
e
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omitted.) 

Nortli 

British 
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a
i
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w
a
y

 

Co.; 

一
 

0
1 

no. 

j
1

女

^

_

_
及
：合

_

會
社
に
纏
め
、四

.個
の
鐵
：道
：系
統
に
分
け
て
經
營 

る
の

.で
あ
る

o 

. 

' 

:

:
;
'畢
竟
、大

英

國

內

の

.要
鐵1

女
ば
：■四 

の

統

1

を
計
ら
ぅ
ビ
す
る
の

.で
あ
る

o 

,

今

、
々

の

，
合

饲

の

手

續

を

'
.
見

る
.に
、第一

「

の
■西
部
系
統

に

於

て

は

W
e
s
t
e
r
n

 

R
a
i
l
l
o
o
.

を 

::
合
同
脅

)li
t

 ̂

« L
V

.此
：
.の
3

_
內
"に」
於
け
る
他

0

II
重
要
鐵
道
を
之
に

.合
，同
：せ
し
め
茳
つ
諸 

小

鐵

道

を

合

併

吸(

收
し
、そ
の
：他

0

諸
：系
：統

に

於

て

は

そ

れ

ぐ

各

系

統

內

忙

於

け

る

諸

重

喪 

道

會

)1
1

を
合

同
し
て
新
：
.に

合

®

會
：社
を
乘
立
'し
^

に
："諸
'小

鐡

道

を

吸

肷

合

併

す
る

(

J

E
:;
:

:
:
::

一te
c
t

 

3
,
(
1)
； 

sect. 

3
, 

(
2
)，

(a)).，

の

目

的

を

以

て

、
諸

重

、
要

鐵

道

會

社

は

、
本

法

-0
.規
:«
に
：
從

ひ

且

つ
 

各

會
11
:
の

同

意

を

：
#

次

る

ニ

，
爛̂

合

同

故
^̂
 

一
 

個

乃

至

數;:
: 

-
個

ビ

：
を

、
千

九

西

ニ

十

三

年

|

月

；

日

妻

：に

突
¥

;

 

;

れ

::
T
•居

る(cect. 

2, 

{
i
>
;

 s
e
c
t
i
,

 

(
I
)
)

。

而

し

，
て

此

の

合

同

計

畫

書

並

に

併

合

：
吸

'
收

計

螯

番
は

.：
六

典

輯

大

_
の
手
か
ら
本
法
に
ょ
り

V

へ新」

に
パ
設

-け
ら
る

A

鐡
道
合

_

栽
刹
所

0
^

1
1
|

7

>

?
 

 ̂

®
 

W
 

 ̂

^
 

^
 

^

ら
ペ
れ

:i
i

法
i
,認
，
め

ら

る

：、ビ

き

は
曝
許
決
定
せ 

4

れ
る

' (
s
e
c
t
,

 

2
, 

(
2
)
； 

s
e
c
t
,

 4
「
(
2
)
0
。

然

：る

：に
、
若

し

舫

る

訐

齋
#

が
.所
定
の
：.期
日
爻
で
に
提 

„出
せ

‘

れ
な
い
ビ

§

は
、«
道

4

同
.栽
判
所
に
於
て
自

6

:

斯
.為
合

.同
：並
に
饼

'
Xロ
の

8t
畫
を
立

'論
 

し
：決
，定

.す
る
。
.(

抑
i

普
通
の
鐡
，
•道
の
揚
合

^

於
て
は
其
：
‘場
合
に
於
；け
る
，
一
切
の
：事
情
、特
に
純 

d

を
身
：礎

‘す
す
る
各

11
:
i ®

;
々
の
ぜ
値
ビ
合
：同
會
：

.社
；̂

成
分
子
も
し
：て

.の
'儐

«

v

を
斟
酌
し
て 

'
.合
同
又
は

.
f
合
の

‘條
件
を
決

.定
し
、又
純

S

の
;#
:定
.

P合
を
：：受
く

‘

；の
約
：束

.を

.以
て
他
鐵
道 

.
f
社
，を
し

.

.，て

.

.自
社
の

‘線

¥
.
.を

®
修

.せ
し
め

-て
.居
る
所
の

'
. ®

-
社
の
場

」

；合

.，に
'は
，千
九
百
十
三
年

當 

.遇

の

|法
.制
の
下
に
晷
認
せ
ら
れ
た
る

'價
値
を
基
礎
ビ

.し
土
併
合

「

吸
牧
の

:«
.
.件
を
決
定
，
1
、之
に 

她

：づ
い

V

备
同
並

.ゆ
：併
合
の
計

«;
を
本
法

;0
規
定
：に

.從
つ
て
定
め
る
の

^

あ
る

(
3

各
，

J°(

じー 

/
s
e
c
t
':
*
'4
r
.

(

3)

；
 

s
e
c
t
.

 

■ 

d}:

°

斯
の
如
く
合
同
並
じ
併
合
の
.'計
擎
は
各

：

所
.寒

^

#〗

鐵
、：填
會
：

)&
:を
し
.て 

.任
意
に
之
を
立
燊
す
る
己

 

<
を
.許

し

、
此

の

立

，
案

を

：

^

は
.ざ
.
る
，f

合

：に
，
は
#
:府
の
：侧
に
，

■於

：
て

特 

®
-
機
關

を
し

.、て
此
の
鮮
畫
を
立
案
せ
し

'め
て

.之
を
；强

f.

制
■す
る
こ
；と
に

.な
る

'の
で
あ
る
。
 

r

次
'
に

会

同

は

：
，
：
何

.

時

か

ら

赏

行

せ
'&
れ

る

；
か
ハ
と
云.ふ「

に
、:^
同
鼾

_

.は
千
‘九
西
ニ
十

三
年
七
月

笫
十
六
卷
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說
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英
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餓
道
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十
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输
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i
 

ニ
四 

一

.一
日
か
ら

實

行

せ

)

ら

れ

得

る
.や
ぅ
に
'立
案
す
る
こ
？
が
命
せ
シ
れ
て
屐
る

(
s
e
c
t
v
)
。

尤
も 

' 

.
鐵
道
合
同
裁
剑

f

交
通
大

f

の
協
議
に
ょ
つ
て
此
の
期
日
を
早
め
る
こ
ど
も

f

せ
る

.

 ̂
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 ̂
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 ̂

® 
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 ̂

 ̂

^

 ̂

.
0
. 

M 

W 

^
0 
0
0
0 
0 

て
經
營

f

i

く

I

收
益
の
分
配
は
各 

.

.

f:0
w

;t
匕
鐵
道
ン
ロ

_

裁
^
*所
の
認
許
ど
を
經
た
る
條
件
並
に
割
合
を
以
て
せ
ら
れ
、若
し
各

‘

1
0
る
協

,
調
は
-さ
る
ぬ
は
.鐵
道
合
同
裁
剑
所
に
於
て
此
の
條
件
や
割
合
が
決
定
チ
ら

.

^
 

t 

T 

®
 

^
 

I

 

 ̂
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 ̂
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 ̂

 ̂

 ̂

^

^
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^

^
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U
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§

「

又

主

毒

道

の

合

同
I

」

i

づ

鐡

道

の

©
合

計#

ょ

ゃ

も

先
3

に

實̂ 

に

す

る

こ

ビ

が

.命

せ

ら̂

:

:

: 

ズ

眉

る

营
ブ
§

。

故

に

千

九

西

.二

十

三

年

七

月

一

日

以

後

は

何

れ

に

し

て

も

事

S

次 

合

间

畲

社 

>
し
て
：
の
«
營
：が
«
施

せ

ら
.れ
&
こ
士
に
な
つ
て
居
る
の
で
あ
る
。
然
し
な
が
ら

: 

論

I

て
千
九

|

±

-

年
七
月
，一
日
か

G
で
な
け
れ
ば
實
行
せ
ら
れ
な
い

の

で
は
な
い
。
ノ

T 

t
 

s 

 ̂

 ̂

^
 

^
 

t

s

ソ

i

と

も

出

來

る

こ

と#

 ̂

I

f

s
c
h
e
m
e
)
，

な
る
も
の
：が

認

め
ら
れ
て
居
り
、

本
法
の
通
過
以
後
は
何
れ
の
主
：要

鐡
道
會
社

も

同

1 

の
系
統
內
に

於

て
他
の

«

ポ
會
社

W

の
間
に
合
同
の
計

畫
を
立

案
し
又
は
同
一
系
統
內
の
小 

I

I

を

I

f

の
計

I

立
案
し
て

i

 

®
に
■
 

f
f
i
t

れ
ば
、前
述
の

I

を
®
て
ボ 

法
に
よ

-る
合
同
に
ヒ
：り
て
衔
窖
な
ら

.

.ざ
る
：限

6

ば
是
||せ
ら
る
べ

 

<
、斯
く
し
て
出
來
た
暫
行 

合

：同

脅

社

は

本

法

：に

よ

る

合

：同
.會
社
設
立
の
場
合
に

.
は
そ
の
.一
構
成
分
子
と
し
て
見
做
さ
れ 

る
こ
と
に
な
つ
て
居
る

(
s
e
c
t

 

S.)。

故
に
英
國
內

Q

少
く
ビ
も
主
要
な
る
鐵
道
會
社
は
遲

<
 

ビ
も
千

(

九
西
ニ
十
三

^

七
月
一
日
ま
で
に
は
合
.同

經
營
の

實
が

.開
始
せ
ら
れ
る

_

で
ぁ
る
？

'

第1
1

鐵

道

の

制

禦
 

:
>
新
鐵
道
法
は
統

:.
:
1:
的
經
營
の
利
益
を
收
め
む
こ
ビ
を
欲
し
，て、全
國
の
鐡
辕
を
四
個
の
系
統 

に
分
ち

.四
個
の
合
同
會
社
に

：

纏
め
る

」

こ
に
よ
つ
て
統
一
的
®
營
に
向
つ
て
數
步
を
進
め
た 

，け
れ
ど
も

®

も
依
然
ビ
し
て
私
營
に
委
し
四
個
の
系
統
に
分
立
せ
し
め
た
る
の
關
係
上
、未
だ 

國
有
の

©

合

又

は

完

全

な

：
る
：
統

T

を
行
ふ
場
合
に
於
て
擧
げ
得
べ
き
利
益
の
全
部
を
擧
げ
得 

る
の

.地

位

：
に

立

つ

：
に

.；
東
0
:
て
居

&
.
な
い
し
、又
本
.法
に
よ
つ
て
樹
立
せ
ら
れ
た
る
方
針
が
私
營 

會
社
の
利
益
を
主
ご
す
る
經
營
方
法
に
よ
つ
て
蹂
卿
せ
ら

n

る
の
虞
れ
も
ぁ
る
。

故

に
此

の
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第
十
六
猞

(

i

 
了

f

餽

證

政

策

,

'第
i
 

ニ六 

:

不
鸡
を
補
分
此
の

r

E
れ
を
除

.か
む
が

^

め
に

_

_
を
し
未
新
に
，霉
る
推
限
を
取
得
せ
し
む
る 

の
必
學
力
あ

.る
。

.そ
こ
で
新
鐵
道

'
‘法
/は
を
の
第
へ
一

一
:

部

^
.
'於
'て
轉
遒
に
：
.對
す
る
國
象

0

制
#
输 

.
-■
■̂
rに
四
つ
，の

-
*
,限
.

を
：，

附
與
す
る

.所

.が
'あ

つ

た

.。

.备

や
_

限

の

：
第.一

は

、
婢

會

の1

を

保
..»

#

#

せ
.し

ネ

ダ

が

_

め

に
必
®

S

認
“

る

、
、 

;
場

，合

运

て.，
は
.*:鐵

道
I

:
に

.
毀

して
各

種

課

備.Q
:
f
張
..又

缘

薪

谶

令

命

じ

：
又

#

鐵
'難

會

社「

間 

t

於

け
.る
..協

「

働

か

作

樂
5

設
f

0
.®
.準
‘化

_VJ.

を

，命‘.ず

.
る
こ
：
ど

で
*

る

:°
鄭

.ち

.公

共

の

安

^̂
^̂

ハ̂
全 

保
障
し
增
加
せ

む

が
爲

め
に
- i

に
八
ム
典
の
利
鏵
商
業

の
利
益
叉
は
特

定

地
方
の
利
益
を
代
表 

t

る
.
人
'
々
.
の

；圓

、{ ®

の

請

，，求
.
.あ
.る
ビ
き
は

&

#

の，刹
論
奢
保

.障
し

.僧

..進

；
せ

し

.むる
が

爲

め

に

、
钱 

逍
i

に
.、
對

し

て.を
.の

璧

に

關

し£
2
.
な

I

M

S

及

び

設

備

を新

設

す

る
乙
ど

を
命 

个

す「

る

：
の
«

限
ー̂

鐵
1:
_

河

_
香 

け

た

る

鐵

.道

き

耻

の
 

|

ー
に
$

い

す
|

^

_

へ
-
ら
れ
た
。

而
し
て
斯

.
る
命
分
.は

斯

る
k

備，行
：：

ふ

が

，
爲'め
に
要
；す
，♦
.
資
金
が
現
在
の
，株
，主
の 

利
，益
を
♦

す

る

；
こ
士
：
な

く

し

て
&

.

集

支

出

せ

ら

れ_
 

ら

れ

る 

所
_

も

の
4

せ

多

れ

孓

居

る(s
e
c
t
.

 

1£

2)

.)

。
:.

次
^

'
突
.迪

失
 ̂

て
'
'漸

次
.に
.
線

.
:
;■

. 

.

. 

.

.

. 

.

.

. 

,-
-
*-

■路
i

場

及

び

洛
«
.の
_

備

等

を

一

般
的

に

德

準

化

す

るM

め

に

適

當

穿

る

，手
，
段

を

梂

用

す

る
 

こ

ビ

、並

：
に

革.輛
、製

■.造

X
.場
滅
鱗
エ
場
^

電
所
典
の
他

,0
設
備
：の
脇
働
的
作
業
及
び
そ
の
共
用 

に
W

す
る
計

'ft
を
採
..用
す
る
こ
ど
を
鐡
道
：會
：社
に
對
し
て
命
令

.す
る
の
權
限
が
與
へ
&
れ
た 

(sect' 

1
6,

(

ぃ))

。
：唯
、後
.者

^

命
令
は

-«
1
:
:
的

技

術

に

關

係>

て
居
る
が
故
に
大

g

m
獨
の
處 

置
を

.'都

さ

中
滅
係
纖

m

會
社
が
之
に
同
意
：を
：與
ふ
ゐ
場
合
の
外
は
、斯
る
命
令
を
發
す
る
に
先

:| 

つ
.て
.命
令
案
を
：ば

#

海
向
會
社
の
代

#

第

各

.一 

名
ど
千
九
首
十
九
年
八
月
.の
费
通
省
法
第
一
一 

十

三

條

に

，ょ
b

て
定
め
ら
れ
た
る
鄭
門
家
中

'^
&
撰
ん
だ
經
驗
者
三
名
ヒ
ょ
り
成
れ
る
委
員 

舍
に
諮
問
し
な
げ
れ
ば
な

,&
な
い
こ
と

^

な
：.
0
て
居
る

(sect. 

i6
, 

(2
)
，：p

r
p
v
i
s
o
s
;

 

sect. 

1
6, 

(
3
)
)
。：

而
し
て
斯
る
手
續
を
一
經
て
發
せ
ら
れ

六

る
交
通
大

K

の
命
令
は
、鐵

道

會

«:
の
現
在
の
株 

主
：の

.，：利

.、
益

爹

：
害

：
す

る

.■こ

.
？

-
な

■
く

し

：
て

：.»

行
.し

_
_
.
き

ぃ

場

合

の

外

は

#

;1
連
河
委
員
會
の
命
令
に 

2

o

て

®

制
せ
 

れ
る
の
で
ぁ
.

る(sect. 

16, :(2
)，_ proviso 

(ii)； 

S
e
c
t

 

1
6
, 

(4
)

)

。

旣
に
國
家
が
設
備

:0
*
張
や
協
働
的

M
設
を
命
す
る
の
權
限
を

#
た

る
以
上
は
鐵
道

#

®

が
斯
，る
命
令
に
服
從
し
て
新

.な
る
施
設

.を
行
ふ
場
合
に
於
て
生
ず
る
こ
S
ぁ
る
ベ
&
障
.獨を 

;

除
：去：し

V

や
ち
，な.

、
け

，
れ

：
ば
.な
ら
な
い
。
如
'ち
新
法
に
，ょ

0

て
國
.家
に
與
へ
ら
れ
た
る
第
ニ
の 

:

笫
十
六
溜

r

I七
七〕

,
,
p
%

，焚
國

-の
新
燃
道
政
镣,:
5

® 

二
七



.

:

竿

六
#

(

一
七
八)

論

脱

英

阖

の

新

鐵

道

政

策
 

第
二
魏
二
八

權
限
ビ
し
て
、®
道
會
社
に
對
し
土
地
そ
の
q他
の
獲
得
に
關
す
る
命
令
を
發
す
る
の
權
限
が
與 

へ
ら

れ
：た

の

で

あ

つ

て

、
詳

.し

ぐ

云

へば、鐵
道
會
社
を
し

イ

右
記
の
鐡
道
運
河
#

員
會
又
は
交 

通
大
臣

0
命
令
に

.從
^
.現
存
エ
場
の
變
觅
、備
張
並
に
.改
苠
を
實
行
す
る
己
ビ
を
得
し
め
む
が 

爲
め
‘に
邊
 

(

タ

(

会

3
e
o
t
.

占
：
 

proviso 

to 

sect. 

2
9
,

::;(3
)7

:
s
e
c
l

 

to 

the 

A
c
t
.
)

に
ょ
ぅ
て
許

さ

れ
た
る
が
如
き
土
地
ヌ

.

.
丨
ネ

&

か
の
濺
得

_

に
，
エ

場

の

肆

設

：を

：認

許

す

る

の

命

令

を

發

す

る

0

權
限
が

:

»

:;
へ
ら
れ
た
の
で
あ

.る
：

(
s
e
c
t
,

 

5

。」

思

ふ

に

公
益
上
必
要
な
る
又
は
協
働
的
作
業
の
爲
め
に 

リ
：
；

必
要
如

 ̂

M
 

K
 

^
 

t
 

ら
ざ
る
土
地
の
買
收
が
任
意
契
約
に

;

'
の
趣
旨
か
ら
此
の

-
_定
ー
設

^

_ 
0 
0 
M

法
が
國
家
に

.與
へ

2

道
制

S

權
能
の
第
三
は
、各
鐡
道
會
社
間
に
於
け
る
各
極 

の
契
約
に
：對
す
る
認
可
の
權
を
保
留
し
た

乙

?

あ
る
。

即
ち
、鐵
道
會
社
が
他
の
鐡

1

&
社 

.

の
#
路
の
一

部
分
を

質

收
借
入

又
は
營
霧
す
る
の
目
的
を
以
て
契
約
を
締
結
し
た
る
か
又
は 

:s
す
へ
き

fe
合
に
：於

.
'て
.は
/
斯
る
契
約
は
交

.通

.大

ES
の
認
許
^
得
ざ
る
限
り
之
を
實
行
す

る

こ
.

と
は
違
法
で
ぁ

.
る
，yj

ぃ
ふ
旨
：が

.
規
定
：せ

&

れ
た

(

ぎ

3

0

新
鐡
道
政
策
が
四
系
統
•四
合

. 

• 

- 

.

.-

.

.

.

.

. 

• 

-

同
會
祉
の
分
立
を
命
ず
る
に
當
り
、一
系
統
せ
他
の
隣
接
系
統
-
の
區
劃
は
地
理
的
區
域
に
よ 

ら
：中
し
て
企
業
を
，單
位
と
し
て
之
を
定
め
た
關
係
上
、或
る
系
統
に
屬
す
名
鉍
道
線
路
が
他
の 

系

統
0

傾
域
內
に
突
出
し
て

.
居
る
，乙
と
は
決
し
て
稀
で
な
い
か
ら
し
て
、斯

.ず
場
合
に
谷
合

_
 

會
社
に
：鹛

.

す
る
鐡
道
線
路
を
ば

»

都
^
に
地
理
的
に
纏
め
て
統
一
的
經
營
の
利
を
完
ぅ
せ
ひ 

が
像
め
に
は
、線
路
の
交
換
的
賣
買
や
貸
與
や
委
任
經
理
等
の
手
段

.
に
.

出
づ
る
こ
ど
を
必
要

^
 

す
<
•

こ

v
j

が
あ
る
。
：而
も
斯

.る
：場
合
に
：於
て
も
諸
鐵
遨
相
互
間
"特
に
諸
命
同
會
社
相
互
間
に 

於
け
る

)

释
等
の
契
約
を
し
て
四
系
統
分
立
の
趣
旨
に
副
は
し
む
る
こ

€

は

必
0

で
あ
る
。
鐵 

道
*

互
：間
の
契
約
を
制
鐵
す
る
の

)

猶
限
を
國
家
の
手
に
收
，め
た
乙
ビ
は
斯
る
必
耍
に
應
す
る 

上
に
於
て
資
す
る
所
が
少
く
な
い
で
办
ら
ぅ

。

.-
:
 

<

最
後
に
國
家
が
新
法
に
よ
つ
て
得
た
：る
鐵
道
に
對
す
る
制
襯
の
權
限
の
第
四
に

#

鐡
道
會 

社
間
に
於
け
る
各
種
の
組
合
，

(
c
o
m
b
i
n
a
t
i
o
n
s)

に
制
限
を
加
へ
た
こ
ビ
で

.
あ
る
。
從
來
英
國

0 '

鐡 

道
は
殆
ん
ど
總
て
を
通
じ
て

P

ら
ゆ
る
種
類
の
組
合
の
關
係
に
よ
つ
て
縛
ら
れ
て
居
つ
て
軍 

獨
孤
：立
の
經
營
を
行
つ
て
®
る
所
の
鐵
道
は
殆
ん
ど
一
つ
も
な
い
ビ
云
ふ
有
欉
で
あ
っ
た
。
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H
a 

今
、新
法
は
是
赞
踩
存
の
：紐
命
を
違
法
す
す
る
の

'
で
は
な
い
が

I

多

S

)

，
本
法

1

後 

1
4
_於

.て

.は
何
れ

’
の
鐵
道
：
:#
:
.社
：も
、本
法

'の
へ
：目

的

に

皮

す

る«

合

を

實
lr
せ
.む
：
が
.爲

め

に

運

.

貨 

落
：.の
.分
-

S運

賃

收
A

の

合「

同

^

«
文

ば

を

の
.^,
.の

目

的

を

以

で.
他

の

系

綺
2し

錄

す

る

如
.n
r

な
- 

'

:
ゐ
，
稱：：

類

0

鐵

道

會

社

と

：も

：交

雖

大̂
の
同
意

^
.得
ず
し
て

■

魔
を
線
ぶ
乙
と
は
違
法
-
せ
ら 

;

れ
、
pf
f

本
.法
に

i

つ
：
て
；
成

立

す

る

所0

合
同
會
社
に
併
合
せ
ら
る
ベ
き
小
鐵

.道
會
社
の
，事

業

の

.

聯
合

.，

經

營
0 :
?
爲
が
に

「

交
通
大

&

の
；
亂

意'̂
!..得

て

，合

同

會.社
が
協
定
を
結
ぶ
こ
と
■だ
け
は
合 

法
的

'f
t

爲

£

認
办

'
ら
、れ
幹

，

(
s
e
c
e

 1
9,

(
1)

； 

ditto, 

p

i

而
し
て
飯

#

の
此
の

.
種
の
組
合

}:

關
し
て
は
、若
し
を
：の

«

係
鐵
：道

^

备
^

な
る
系
統
に
鳳
し
從
て
異
な
る
合
，同
會
歡
に
屬
す
る 

こ
k
 W

な
る

4

き
組
：合

.0

. 

#合
ば

_

項
_

を
‘ば
交
通
有
き

i

報
吿
し
な
け
：れ

^

 

S)

.。

思
.ふ
に
從 

來

^

.如

<

多
奪
の
鐵
道
會
社
が
分
：立
し
：て
瓦
に

^̂
^̂ 

:
: 

協
定
を
結

.ん
で

M

互
間

.の
競

#
.?:
.
.制
.限
：せ
む

.と
；す

_る

0

,實
益

.，̂

あ
つ
，た

.難
で
：あ
々
從

.
つ
て

K 

之
を
制

«
す
る
の

'现
由
木
生
：中
：る
，の
$
あ

 

の
：

::
系
統

C

1

せ
ら
れ
る
こ

|ぢ
ど
ぜ
？
た
以
上
は
、免
頃

^
の
ー
系
統
內
に
於

け

る

所

謂

地

方
瘅

«

は
を

れ

ぐ

.の

■獨
"占
す

る

所
ビ
な
：：

つ
て
：競

#
.
9餘
V紙
も
W 

目
：：：

的

S

す

る

■ 

協
'
i4
の
»
.結

の

^
^
も
，減

.じ
、從
て
又
之
を

‘制

«!
す
る
の

)

稱
由

'も
«
,
,少
す
る
の
理
で
あ
る
。
然 

‘し
な
が

.ら
他

'の
一
方
を
見

4

ビ
、貨
繞
ぼ
轉
動

#

;在
な
4

海
連『

に
：ょ
バ
つ
て」

何
れ
の
鱗

^

で
も

«

意
に

‘輝

給

せ

：
ら

、れ

を

る

か

.ら1>
で

ft
の
.
®
,
#
#
*
'
.

の
競
爭
ば

#
'率

«

[!
!
]に
行
は
れ

_

る
餘

■'地
，が
殘
存
し
て
思
ヶ
、從
て
又
各
合
同

'會

1[
:
間

.に
於

V

此
の
競
爭
を
制
限
：せ
む

,じ

T

る
協

'
:

定
を
結

.ぶ
の
餘
地
ビ
實

'益
と
が
.
：
存
す
そ
こ
で
新
法
.
，
ば、各

.，系

統

、
內’，に
^
.け

る
'
地

ガ

逸
^

獨

占

せ

，し

め

，
、る

が

各

：系

續

相
.s'
fl
i
i
:
'
に
.於

ぜ
1る
_

#
貨
^

だ

け

：
に' 
就
、で

.
は
轉

■
，を

'絕
，滅

.

.せ

.ざ
ら 

し

^

む
‘ビ
す
る

.の
意
圖
で
あ
：る
こ
匕
が
へ
窺
ぽ
れ
る
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